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Ｔ＆Ｄ保険グループの大同生命保険株式会社（社長：北原 睦朗）は、長野県が発行するグリーン

ボンドへ投資いたしました。 

本債券の調達資金は、2050 年の二酸化炭素（ＣＯ２）排出量実質ゼロの達成（緩和）と気候変動に起因し

た自然災害による被害の回避・軽減（適応）に向けた取組みに活用されます。 

 

＜本債券の概要＞ 

  発 行 体： 長野県 

  債券名称： 令和３年度第３回公募公債（グリーンボンド（１０年）） 

  発行総額： １００億円 

  償還期間： １０年 

資金使途： 長野県が推進する以下の事業 

・再生可能エネルギー 

・クリーン輸送 

・エネルギー効率 

・気候変動への対応 

・生物自然資源等の環境持続型管理 

 

大同生命は、「Ｔ＆Ｄ保険グループＥＳＧ投資方針」に基づき、事業活動を通じて社会的課題の解決に

貢献する取組みを進めてまいりました。 

資産運用においては、「責任投資原則（ＰＲＩ）」の考え方や、国連が提唱した持続可能な開発目標であ

る「ＳＤＧｓ」などを踏まえ、環境・社会・企業統治の課題を考慮する「ＥＳＧ投資」に積極的に取り組

んでいます。社会的課題の解決に資する本債券への投資は、こうした取組みの一つです。 

引き続き、責任ある機関投資家としての責務を果たし、持続可能な社会の形成に貢献できるよう努めて

まいります。 

以 上 

 
 
 

   

【お問合せ先】 広報課（kouhou@daido-life.co.jp） 

長野県が発行する「グリーンボンド」への投資について 


